
　

皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
町
会
の
運
営
・
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
未
だ
に
避
難
所
暮
ら
し
を
強
い
ら

れ
て
い
る
方
も
お
り
、
い
ち
早
い
復
旧
を

お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、

行
動
制
限
が
な
く
な
り
、
４
年
ぶ
り
に
通

常
通
り
に
開
催
で
き
た
新
年
会
や
賀
詞
交

換
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
を

挙
げ
る
と
、
安
全
安
心
街
づ
く
り
協
力
団

体
連
絡
会
議
、
本
所
消
防
協
働
団
体
合
同

新
年
会
、
本
所
北
部
連
合
町
会
新
年
会
、

本
中
地
区
青
少
年
育
成
委
員
会
新
年
賀
詞

交
換
会
、
業
平
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
年
会
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
会
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る

団
体
や
関
係
機
関
と
の
絆
を
一
層
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
災
害
や
犯
罪
は
、

な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
万
一
起
き
た

と
き
に
は
、
周
り
の
人
と
協
力
し
合
え
る

よ
う
に
、
お
互
い
知
り
合
う
こ
と
が
大
切

だ
と
常
々
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
号
発
行
か
ら
の
行
事
と
し
て
、

二
月
十
八
日
に
は
、
墨
中
地
区
防
災
拠
点

会
議
の
避
難
所
開
設
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

訓
練
説
明
の
後
、
備
蓄
倉
庫
の
見
学
を
し
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
敷
き
方
、段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
組
み
立
て
、発
電
機
の
起
動
、マ
ン
ホ
ー
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責
任
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山
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勝
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第
１
０
０
号

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

多
賀
康
之

多賀会長題字

ル
対
応
型
ト
イ
レ
の
組
み
立
て
、
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
設
備
の
起
動
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
非
常
用
コ
ン
セ
ン
ト
等
墨
田
中
学

校
の
設
備
の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。
一
通

り
は
、
確
認
で
き
た
の
で
す
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
、
真
っ
暗
な
状
態
だ
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
か
な
ど
不
安
も
残
り
ま
し
た
。

　

三
月
一
日
〜
七
日
に
は
、
火
災
予
防
運

動
が
あ
り
、
回
覧
・
掲
示
板
等
で
注
意
を

促
し
ま
し
た
。
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る

少
し
前
の
三
月
十
二
日
に
全
国
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
向
島

三
丁
目
の
曳
舟
川
通
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
ー

パ
ー
た
じ
ま
の
前
に
お
い
て
放
火
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。
翌
日
の
午
前
中
に
は
検
挙

さ
れ
た
旨
の
報
道
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
放

火
と
い
う
悪
質
な
事
件
で
、
我
々
が
で
き

る
こ
と
は
、
ゴ
ミ
は
決
ま
っ
た
時
間
に
出

す
と
い
う
こ
と
、
不
審
者
が
い
な
い
か
目

を
光
ら
せ
て
い
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う

か
。
不
審
な
人
が
い
た
ら
、
警
察
に
連
絡

し
て
も
ら
っ
て
結
構
で
す
。
誤
報
だ
と
し

て
も
大
事
に
至
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

四
月
に
入
っ
て
か
ら
の
予
定
が
分
か
っ

て
い
る
行
事
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
今
年
は
四

月
六
日
（
土
）
〜
十
五
日
（
月
）
に
開
催

し
ま
す
。
例
年
通
り
、
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ

カ
ー
の
前
に
横
断
幕
と
幟
を
設
置
し
て
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
五
月
十
九
日

（
日
）
に
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
は
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
か
ら
の
正
式
な
発
表
は
ま
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だ
で
す
が
、
隅
田
川
花
火
大
会
は
、
七
月

二
十
七
日
（
土
）
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

秋
の
飛
木
稲
荷
神
社
の
お
祭
り
は
、
今

年
は
九
月
十
三
日
（
金
）
〜
十
五
日
（
日
）

の
三
日
間
の
例
大
祭
と
な
り
、
数
年
に
一

回
あ
る
牛
嶋
神
社
と
重
な
る
お
祭
り
日
程

に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
、
上
睦
様
の
応
援

の
お
か
げ
で
何
と
か
お
神
輿
を
担
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
、
六
月
九
日
に

高
木
神
社
の
大
祭
が
あ
り
ま
す
の
で
、
高

木
神
社
の
お
神
輿
で
練
習
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
特
殊
詐
欺
へ
の
注
意
喚
起
で
、

締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
警
察
官
、
金
融

庁
、
銀
行
員
、
区
役
所
職
員
な
ど
に
成
り

す
ま
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
奪
い

取
っ
た
り
、
Ａ
Ｔ
М
で
振
り
込
ま
せ
る
な

ど
の
手
口
で
す
。
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

以
下
の
言
葉
が
入
っ
て
い
た
ら
間
違
い
な

く
詐
欺
で
す
の
で
、
警
察
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
還
付
金
・
お

金
が
戻
る
」、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
カ
ー

ド
」、「
暗
証
番
号
」
で
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ

М
で
電
話
を
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

詐
欺
に
あ
っ
て
い
る
電
話
で
す
の
で
、
銀

行
の
係
の
人
を
呼
ぶ
な
り
し
て
被
害
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
警
戒
心
を
持
っ
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
、
不
審

に
思
っ
た
ら
、「
本
所
警
察
に
連
絡
し
て
、

一
緒
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う
」
と
言
っ
て

実
際
に
呼
ん
で
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
と

の
こ
と
で
す
。
引
き
続
き
お
体
を
大
切
に
、

お
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

【

し

ら

と

り

子

供

会

】

　

去
る
三
月
九
日
（
土
）
に
昨
年
と
同
様
、

ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
向
島
で
押
上
一
丁
目
子

供
会
さ
ん
と
合
同
で
登
校
班
の
歓
送
迎
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
ス
ペ
ア
や
ス
ト
ラ
イ
ク
が

と
れ
る
と
周
り
の
お
友
達
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

を
し
た
り
、
低
学
年
の
お
友
達
が
投
げ
る

と
き
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
た
り
と
、
と

て
も
微
笑
ま
し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
年
関
係
な
く
み
ん
な
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、
い
い
思
い
出
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が

落
ち
着
き
、
行
事
が
復
活
し
た
こ
と
で
子

供
た
ち
が
町
内
会
の
行
事
や
お
掃
除
の
お

手
伝
い
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
会
の
皆
さ
ん
と
の
関
り
は
子
供
た

ち
が
成
長
す
る
中
で
と
て
も
貴
重
な
経
験

に
な
る
の
で
、
来
年
度
も
そ
の
よ
う
な
機

会
が
多
く
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
卒
業
生
も
新
入
生
も
お
ら
ず
、
来

年
度
も
五
名
と
な
り
ま
す
。

　

町
内
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今

後
も
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

大
井
　
旬
江参加した子どもたちアイビーボウル向島にて

【
防
災
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
】

　

昨
年
十
一
月
十
二
日
墨
田
区
連
合
町
会

合
同
防
災
訓
練
が
荒
天
の
た
め
中
止
に
な

り
ま
し
た
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
令
和
六

年
三
月
二
日
（
土
）
十
時
〜
十
四
時
の
間
、

防
災
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
が
隅
田
公
園

そ
よ
風
広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
内
容
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

・
ひ
け
し
ま
る
乗
車
コ
ー
ナ
ー

・
ま
ち
か
ど
防
災
訓
練
車
コ
ー
ナ
ー

・
煙
体
験
ハ
ウ
ス
コ
ー
ナ
ー

・
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
応
急
救
護
体
験
コ
ー
ナ
ー　

展
示
開
催地震体験コーナー

東武橋脇の河津桜が満開

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
先

建
物
倒
壊
や
火
災
の
危
険
が
あ
り
自
宅
に

い
る
こ
と
が
不
安

一
時
集
合
場
所:

押
一
仲
町
会
会
館

避
難
場
所          :

文
花
一
丁
目
団
地
内

指
定
避
難
場
所:

墨
田
中
学
校



と
し
て
残
し
、
保
存
し
て
い
ま
す
。

本
所
（
両
国
）
公
会
堂
・
刀
剣
博
物
館

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）、
庭
園
内

の
北
西
の
一
画
に
、
安
田
善
次
郎
の
寄

付
に
よ
り
本
所
公
会
堂
（
後
に
両
国
公

会
堂
）
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
屋
根
の
ド
ー
ム
と
正
面
の
格
調
高

い
左
右
対
称
の
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
は
、

周
辺
に
建
つ
震
災
記
念
堂
（
現
東
京
都

慰
霊
堂
）・
旧
国
技
館
と
共
に
地
域
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
で
し
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
当
時

の
需
要
に
合
わ
せ
た
大
改
修
を
行
い
、

広
く
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）、
老
朽
化
の
た
め
使
用
が

中
止
さ
れ
、平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）

惜
し
ま
れ
な
が
ら
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
国
公
会
堂
跡
地
に
は
、
刀
剣
博

物
館
が
建
設
さ
れ
、
平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
）
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。（
参
考
資
料　

公
会
堂
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）

　

墨
田
区
内
に
は
い
く
つ
か
の
大
名
屋

敷
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
残
っ
て
い

る
の
は
水
戸
徳
川
家
下
屋
敷
跡
の
隅
田

公
園
と
笠
間
藩
主
本
庄
家
下
屋
敷
跡
の

旧
安
田
庭
園
で
す
。
今
回
は
「
旧
安
田

庭
園
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

同
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
案
内
板「
沿

革
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

◇

　

元
禄
四
年
（
一
七
〇
一
） 

徳
川
五
代

将
軍
綱
吉
の
生
母
桂
昌
院
の
実
弟
で
あ

る
常
陸
笠
間
藩
五
万
石
の
領
主
本
庄
因

幡
守
宗む
ね
す
け資 

（
そ
の
後
足
利
藩
主
）
が
下

屋
敷
と
し
て
幕
府
よ
り
拝
領
し
ま
し
た
。

こ
の
庭
園
は
、
宗
資
が
築
造
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
央
に
「
心
」
字

を
か
た
ど
り
、
隅
田
川
の
水
を
引
き
入

れ
た
池
を
配
し
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て

変
化
す
る
景
観
を
楽
し
む
、
潮
入
り
池

泉
回
遊
式
庭
園
で
す
。

　

明
治
に
な
っ
て
旧
備
前
岡
山
藩
主
池

田
章あ
き
ま
さ政
邸
と
な
り
、
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九
一
）
安
田
財
閥
の
創
始
者
初
代

安
田
善
次
郎
（
※
）
の
所
有
と
な
り
ま

し
た
。
安
田
翁
の
逝
去
後
、
家
屋
及
び

庭
園
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
東

京
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一

日
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
が
残
っ
た
地
割
石
組
み

を
基
に
し
て
復
元
工
事
を
行
い
、
旧
安

田
邸
跡
地
は
寄
付
者
の
名
を
冠
し
て「
旧

安
田
庭
園
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
に
民
間
篤
志
家
の

寄
付
に
よ
る
和
風
庭
園
と
し
て
初
め
て

一
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）、
東
京

都
か
ら
墨
田
区
に
移
管
さ
れ
た
の
を
機

に
、
全
面
的
な
改
修
工
事
を
行
い
、
昭

和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
名
園
と

い
わ
れ
た
往
時
の
姿
に
復
元
し
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）、
明
治
時
代

の
代
表
的
な
庭
園
と
し
て
、
東
京
都
の

「
名
勝
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
な
り
ま

し
た
。
貴
重
な
文
化
財
庭
園
を
後
世
に

残
す
た
め
、
墨
田
区
で
は
平
成
十
七
年

（
二
〇
〇
五
）
に
「
旧
安
田
庭
園
整
備
保

存
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
旧
安
田
庭
園
を
保

護
し
、
さ
ら
な
る
活
用
に
努
め
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

墨
田
区

◇

潮
入
り
池
の
「
水
門
跡
」

　

昭
和
三
十
年
代
、
隅
田
川
の
水
質
悪

化
汚
濁
と
護
岸
工
事
等
で
池
へ
の
水
門

は
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
地
下

に
貯
水
槽
を
設
け
、
水
を
池
と
貯
水
槽

間
の
ポ
ン
プ
で
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
人
工
的
に
池
の
水
の
干
満
を
再
現

さ
せ
て
い
ま
す
。
水
門
は
往
時
の
遺
構

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井
　
正
男

三
九
、
大
名
屋
敷
の
名
残
「
旧
安
田
庭
園
」

【

編

集

後

記

 

】

　

突
然
で
す
が
今
回
の
１
０
０
号
で
暫
く
休

刊
と
な
り
ま
す
。
２
５
年
前
に
当
時
の
奥
山

総
務
部
長
の
発
案
を
細
川
町
会
長
が
「
応
援

す
る
か
ら
ぜ
ひ
や
り
な
さ
い
」
と
い
う
一
言

で
始
ま
っ
た
広
報
紙
が
、
ま
さ
か
１
０
０
号

ま
で
続
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
初
は
素
人
の
壁
新
聞
レ
ベ
ル
で
、
全
て

手
探
り
の
状
態
。
印
刷
も
区
の
施
設
に
あ
る

印
刷
機
を
借
り
て
、
黒
イ
ン
ク
で
表
面
印
刷

を
し
て
、
裏
返
し
て
裏
面
を
印
刷
す
る
簡
素

な
印
刷
で
し
た
。

　

２
５
年
の
間
に
地
下
鉄
半
蔵
門
線
の
開
通

や
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
完
成
な
ど
が
あ
り
、

押
上
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
押
仲
」
に
は
全
号
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

改
め
て
読
み
返
す
と
押
上
の
変
遷
を
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
懐
か
し
い
人
達
の
写
っ
て
い
る

写
真
を
見
る
と
、
押
上
は
良
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
ん
だ
と
実
感
し
ま
す
。
子
供
達
に
と
っ
て

は
今
の
押
上
が
故
郷
の
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

将
来
、
押
上
が
誇
り
に
思
え
る
故
郷
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

幸
せ
な
事
に
素
晴
ら
し
い
広
報
部
の
役
員

と
横
井
様
始
め
多
く
の
原
稿
を
書
い
て
頂
い

た
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
続
け
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

町
会
員
の
皆
様
、
２
５
年
間
、
ご
覧
頂
き

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
尚
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
押
仲
」
は
暫
ら
く
の
間
は
残
す
予
定
で

す
の
で
、
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
MS
）

※
安
田
善
次
郎
（
一
八
三
八
〜
一
九
二
一
）
四

大
財
閥
（
三
井
・
三
菱
・
住
友
・
安
田
）
の
一

つ
安
田
財
閥
を
一
代
で
築
い
た
実
業
家
。
安
田

銀
行
（
後
に
富
士
銀
行
、
現
み
ず
ほ
銀
行
）・
安

田
生
命
（
現
明
治
安
田
生
命
）・
安
田
学
園
等
創

設
。
日
比
谷
公
会
堂
・
東
大
安
田
講
堂
も
寄
付
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【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
開
始 

】

潮入り池の水門跡

　

４
月
１
日
か
ら
墨
田
区
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ゴ
ミ
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
は
毎
週
月
曜
日
と

な
り
、
資
源
物
と
し
て
収
集
す
る
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
」
と
「
食
品
ト
レ
ー
」
を
新
た
に

設
定
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
日
に
ま
と
め
て

出
し
ま
す
。

　

押
上
地
区
は
食
品
ト
レ
ー
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
回
収
は
毎
週
水
曜
日
で
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
は
汚
れ
や
匂
い
が
あ

れ
ば
、
水
で
す
す
ぐ
か
、
汚
れ
を
拭
き
取
り
、

中
身
の
見
え
る
袋
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
そ
う
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
墨
田
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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